
  

  

学校教育目標 

ア 自ら鍛え心身とも健康な人 

イ 自ら鍛え進んで実行する人 

ウ 自ら学び続ける人 

各教科【指導目標】 

学習指導要領に示された各教科の目標の達成を

図り、「主体的に自ら問題を発見し、課題を設定

してその課題解決に向け、よりよく問題を解決す

る資質や能力」を育成する。 

 

特別の教科 道徳 【指導目標】 

学習指導要領の目標 

自立した人間として他者と共によりよく生きる

ための基盤となる道徳性を養う」ことをふまえて 

１ 人間尊重の精神と生命に対する畏敬の念を培

う。 

２ 豊かな心及び道徳性をはぐくむ。 

３ 伝統的な文化を継承し、発展させ、さらに個

性豊かな文化の創造に努める人間を育成する。 

４ 民主的な社会及び国家の形成発展に努める人

間を育成する。 

５ 平和的な国際社会の実現に貢献できる人間を

育成する。 

６ 未来を拓く主体性のある日本人を育成する。 

 

特別活動【指導目標】 

１ 自主的、実践的な集団活動を通して、集団や

社会における生活及び人間関係をよりよく形

成する力を育む。 

２ 望ましい集団活動を通して、心身の調和のと

れた発達と個性の伸長を図るとともに、集団や

自己の課題に対し、よりよい意思決定ができる

力を育む。 

３ 多様な他者と協働する様々な集団活動を通し

て、人間 としての生き方についての自覚を深

め、自己実現を図ろうとする態度を養う。 

 

総合的な学習の時間 身に付けさせる力 

 【指導目標】 

探究的な見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を通して、 

１ 他者の個性を尊重し、自己の個性を発揮しながら様々な人々とコミュニケーショ

ンを図り、協力・共同してものごとに取組む。 

２ 学ぶこと、働くことの意義や役割及びその多様性を理解し幅広く情報を活用し

て、自己の進路や生き方の選択に生かす。 

３ 夢や希望をもって将来の生き方や生活を考え、社会の現実を踏まえながら、前

向きに自己の将来を設計する。 

４ 自らの意志と責任でよりよい選択・決定を行うとともに、その過程での課題や

葛藤に積極的に取組み克服する。 

 

指導の重点 

目指す生徒像を、「自ら健康を維持し、進んで心身を鍛える生徒（健康）」
「節度と思いやりの心をもち、進んで考え行動する生徒（礼節）」「目標と
向上心をもち、学び続ける生徒（創造）」とし、「鍛え」「考え」「学ぶ」教育

活動を展開する。 
 

①自ら課題を見付け、自ら学び、自ら考える能力の育成。 

②タブレットパソコンなどのＩＣＴ機器を積極的に活用させた情報収集能
力や情報活用能力の向上。 

③地域の人材や専門性を有する人材との協働を通した学習活動。 

④防災教育を充実させる一環としての学習活動。 

 

学習指導要綱示

された 

（１）探究的な学

習の過程におい

て、課題の解決に

必要な知識及び

技能を身に付け、

課題に関わる概

念を形成し、探究

的な学習のよさ

を理解するよう

にする。 

（２）実社会や実

生活の中から問

いを見いだし、自

分で課題を立て、

情報を集め、整

理・分析して、ま

とめ・表現するこ

とができるよう

にする。 

（３）探究的な学

習に主体的・協働

的に取り組むと

ともに、互いのよ

さを生かしなが

ら、積極的に社会

に参画しようと

する態度を養う。 

各学年  

第１学年 第２学年 第３学年 

・女神湖移動教室事前事後学習 

・運動会を題材とした学習 

・職業インタビュー事前事後学習 

・進路学習 

・学芸発表会を題材とした学習 

・東京探訪事前事後学習 

・職場体験学習発表会への参加 

・ＮＳ発表会 

・生徒会感謝の会を題材とした学習 

・職場体験事前事後学習 

・運動会を題材とした学習 

・鎌倉校外学習の事前事後学習 

・学芸発表会を題材とした学習 

・スキー教室事前事後学習 

・進路学習 

・ＮＳ発表会 

・生徒会感謝の会を題材とした学習 

・上級学校訪問事前事後学習 

・運動会を題材とした学習 

・修学旅行事前事後学習 

・学芸発表会を題材とした学習 

・進路設計 

・卒業論文 

・ＮＳ発表会 

・生徒会感謝の会を題材とした学習 

教育基本法、学校教育法 等 

新学習指導要領 

東京都教育委員会 教育目標 

新宿区教育委員会 教育目標新宿

区 教育ビジョン 

指導上の留意点 

１ 課題設定・調査・考察・解決型学習とし、三年間を見通した意図的・

系統的 発展的な計画を立てると共に、ガイダンス機能を充実させ

る。 

２ 教科等横断的なカリキュラム・マネジメントの中心として構築す

る。 

３ 「生き方指導」としてのキャリア教育（進路学習）との連携を図っ

ていく。 

４ 必要に応じて、留学生や外部講師、保護者、地域の人材、施設活用

などを積極的に取り入れ、活動方法や形態の工夫を図る。 

５ 地域協働学校としての視点をもって計画、実施をしていく。 

６ 指導にあたっては、学年、学校の教職員全員であたる。 

 

評価 

評価の観点  

    人間関係形成能力 他者の個性を尊重し、自己の個性を発揮しながら、さま

ざまな人々とコミュニケーションを図り、協力・共同し

てものごとに取組めたか。 

             情報活用能力 学ぶこと、働くことの意義や役割及びその多様性を理解

し、幅広く情報を活用して、自己の進路や生き方の選択

に生かすことができたか。 

 将来設計能力 夢や希望を持って将来の生き方や生活を考え、社会の現

実を踏まえながら、前向きに自己の将来を設計すること

ができたか。 

 意思決定能力 自らの意志と責任でよりよい選択・決定を行うとともに、

その過程での課題や葛藤に積極的に取り組み克服するこ

とができたか。 

平成３１年度 総合的な学習の時間 全体計画 


